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学的指標 (εs ， εJ および実用的な力学的指標ム δ の提案を行っているO さらに， それらを基
本とした割れ発生条件式およびム δ を用いた実用的な割れ発生判定式を提案し， その妥当性を示
している。
3) ム δ を用いた割れ発生判定式を基本とする変動荷重下の高温割れ評価法を提案している。さら
に，本評価法から変動荷重下の高温割れ防止方法を具体的に示すとともに，耐高温割れ溶接棒の
開発も行っている。
4) 本論文で提案した高温割れ評価法を実構造物に適用している。実構造物として変動荷重下の溶
接への要求が特に強い橋梁を対象に，実工事の種々の条件を考慮した溶接施工可否判定手順を提
案し，その判定法を実工事へ適用することにより，その有用性を具体的に示しているO
以上のように，本論文は変動荷重下の溶接において健全な溶接継手を得る条件を力学的な観点から
統一的に研究し，理論，応用の両面にわたり多くの新しい知見を得ており，土木構造学および溶接構
造学の発展に寄与することが多い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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